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青空と緑と産業のまち昭和町

橿:低まつりで
手話コーラスを披露

昭和町手話サークル「ほたる会」

昭和町手話サークル「ほ疋る会」のみなさんが、 5月 19日に行われ

だ「福祉まつり」で、手話劇「狼と七匹の子ゃぎ」や手話コーラスを披

露し、集まつだおよそ600人のみなさんから盛んな拍手を送られてい

ましだ。

ilまだる会」では現在、子どもア名を舎む34名の会員のみなさんが

手話を通してボランティア活動を行っています。県内には同じような団

体ガ少ないだめ、他町村の福祉まつりで手話劇を上演したり、まだ8月

には関東地区ろうあ者スポーツ大会での通訳として大会のお手伝いをす

る予定です。

(町の人口)

男 6，458人(+27) 

女 6，149人(十 8)

計 12，607人 (+35) 

世帯数 4，178戸(十21)

1991 6月1日現在。()内は前月比
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明
日
を
担
う
人
、
つ
く
り
の
ま
ち

明
る
い
私
た
ち
の
昭
和
町

七
月
は
「
車
問
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る
強
調
月
間
L

寸
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
月
一
間
L

で
す
。

こ
の
運
動
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
、
か
、
犯
罪
の
防
立
と
罪
を
犯
し
だ
人
だ
ち
の
更
正
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
力
を
合
わ
せ
て
非
行
や
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
運
動
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
運
動
を
推
進
す
る
だ
め
に
も
、
家
庭
、
学
校
、
職
場
及
び
地
域
投
〈
去
が
一
体

と
な
っ
て
、
青
少
「年
の
健
全
育
成
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
町
に
お
い
て
は
、
明

日
を
担
う
人
づ
く
り
の
ま
↑
otl-
明
る
い
私
だ
ち
の
未
来
の
ま
ち
の
だ
め
に
、
特
に
青
少
年
の
人
づ

く
り
に
は
カ
を
い
れ
て
い
ま
す
。
町
内
の
各
地
区
に
お
い
て
は
、
各
穫
会
合
の
折
、
青
少
年
の
現
状

や
課
題
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
な
か
で
、
一
一
層
理
解
を
深
め
、
地
域

ぐ
る
み
で
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
の
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

明るい子どもたちの

未来のために

ら守否強調月周

否運動月周です
昭
和
町
で
は
現
在
、
青
少
年
の
た
め

の
昭
和
町
民
会
議
、
育
成
会
、
子
ど
も

ク
ラ
ブ
、
地
区

P
T
A、
高
生
連
な
ど

の
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
、
明
日
を
担

う
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
て
い
ま

す。
ま
た
、
町
の
保
護
司
さ
ん
や
更
正
保

護
婦
人
部
の
み
な
さ
ん
が
中
心
と
な
り

宣
伝
力
ー
で
町
内
を
巡
回
す
る
な
ど
、

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

夏
季
・
冬
季

生
活
指
導
と
対
策
会
議

夏
季
・
冬
季
休
業
中
の
青
少
年
の
家

庭
生
活
、
地
域
行
事
、
学
校
行
事
、
青

少
年
団
体
活
動
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

う
と
と
も
に
、
長
期
休
業
中
の
生
活
指

導
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

ま
す
。町

長

と

話
回

る

AQE 

明
日
を
担
う
人
づ
く
り
の
ま
ち
|
|

明
る
い
私
た
ち
の
未
来
の
ま
ち
の
た
め

に
、
町
内
の
青
少
年
と
町
長
が

一
同
に

会
し
て
、
学
校
の
こ
と
、
家
庭
の
こ
と
、

地
域
の
こ
と
な
ど
語
り
合
い
、
心
身
と

も
に
た
く
ま
し
く
成
長
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

町
内
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

各
地
区
の
育
成
会
、
町
青
少
年
の
た

め
の
町
民
会
議
(
青
少
年
部
会
、
環
境

部
会
)
の
み
な
さ
ん
が
、
夏
休
み
、
冬

休
み
な
ど
の
期
間
中
、
ま
た
、
年
聞
を

通
し
て
適
時
に
昼
、
夜
各
地
区
を
巡
回
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し
て
い
ま
す
。
特
に
空
き
家
、
雑
草
地
、

中
央
道
の
ボ

ッ
ク
ス
な
ど
、
青
少
年
の

た
ま
り
場
と
な
る
よ
う
な
場
所
、
ま
た
、

カ
ラ
オ
ケ
ボ

ッ
ク
ス
、
自
動
販
売
機
周

辺
、
パ
チ
ン
コ
庄
な
ど
も
あ
わ
せ
て
巡

回
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
関
係
者
連
絡
会

町
内
の
育
成
会
、
子
ど
も
ク
ラ
ブ
、

高
友
会
、
地
区
P
T
A
な
ど
青
少
年
団

体
指
導
者
、

青
少
年
関
係
者
の
み
な
さ

ん
が

一
同
に
会
し
、
相
互
に
情
報
交
換

す
る
な
か
で
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努

め
て
い
ま
す
。

親

と

子

の

縁

日

明
日
を
担
う
青
少
年
が
た
く
ま
し
く

心
豊
か
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に
、
こ

の
事
業
を
通
し
て
、

地
域
離
れ
し
て
い

る
青
少
年
に
親
子
の
縁
日
と
い
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
場
を
提
供
し
、
縁
日

に
参
加
す
る
地
域
の
父
母
、
子
ど
も
た

ち
と
の
交
流
を
深
め
、
地
域
へ
の
愛
着

と
社
会
参
加
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い

ま
す
。



西
条
駐
在
所
が
閉
所

メ
タ
司

[
J

……

南
甲
府
警
察
署
の
西
条
警
察
官
駐
在

所
が
完
成
し
、
五
月
二
日
に
は
関
係
者

一
同
出
席
の
も
と
開
所
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。西

条
駐
在
所
は
、
河
東
中
島
の
昭
和

駐
在
所
の
建
物
の
老
朽
化
や
、
敷
地
が

私
有
地
で
あ
る
た
め
、
恒
久
的
な
土
地

の
使
用
を
考
え
、
駐
在
所
増
設
の
手
順

と
し
て
西
条
に
新
築
移
転
さ
れ
た
も
の

で
す
。
ま
た
、
河
東
中
島
地
区
に
も
引

続
き
、
新
た
な
場
所
に
駐
在
所
の
新
設

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

西
条
駐
在
所
は
現
在
、

三
名
の
馨
ロ
察

官
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
も

以
前
と
同
様
、
昭
和
町
の
治
安
維
持
と
、

住
民
の
安
全
を
守
る
た
め
が
ん
ば
り
ま

す
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

7月館
L - -------，I L 

昭
和
バ
イ
パ
ス

押動J¥.リ

青少年を非行か
-水源

在会を明~<す
GS・長

田
巡
査
長

大
久
保
巡
査

嶋

田

巡

査

あ
の
子
も
こ
の
子
も

み
ん
な
わ
が
子

河
東
中
島
育
成
会
発
足

河
東
中
島
で
は
、
今
年
三
月
「
子
ど

も
ク
ラ
ブ
育
成
会
」
を
発
展
的
に
組
織

変
え
し
「
青
少
年
育
成
会
L

を
発
足
し

ま
し
た
。
戦
後
間
も
な
く
結
成
さ
れ
た

育
成
会
は
、
「
子
ど
も
ク
ラ
ブ
」
中
心
の

運
営
の
み
に
偏
っ
た
傾
向
が
み
ら
れ
今

日
に
至
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
ク
ラ
ブ

昌
(
(
小
・
中
学
生
)
だ
け
で
な
く
、
乳

幼
児
か
ら
高
校
生
及
ぴ
青
年
ま
で
を
網

羅
し
た
全
て
の
青
少
年
の
健
全
育
成
を

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
育
成
会
の
会
則
も
つ
く
り
、

併
せ
て
新
し
い
地
域
社
会
づ
く
り
、
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま

す。

昭和町

少年育成

カウンセラーに

孝氏渡辺

車
問

宣
伝
力
ー
で
町
内
巡
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
を
推
進
す

る
た
め
、
町
内
の
保
護
司
さ
ん
や
、
更

生
保
護
婦
人
部
の
み
な
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
町
内
を
宣
伝
カ

l
で
巡
回
し
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

く
よ
う
、
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

*

*

*

 

次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成

を
、
地
域
が
連
帯
し
て
推
進
す
る
こ
と

を
目
標
に
、
各
種
の
事
業
を
積
極
的
に

進
め
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
特
に
、
町

民
会
議
や
、
育
成
会
活
動
、
高
生
連
活

動
を
中
心
に
、
青
少
年
に
問
わ
れ
て
い

る
課
題
を
追
及
し
て
い
き
ま
す
。
グ
地
域

の
み
な
さ
ん
。
の
、
き
び
し
さ
と
や
さ

し
さ
で
、
た
し
ま
し
く
心
豊
か
な
青
少

年
の
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
四
月
よ
り
、
昭
和
町
膏
少
年
育

一

成
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
、
町
の
図
書
館
長

-

で
も
あ
り
ま
す
渡
辺
孝
氏
が
委
嘱
さ
れ

一

ま
し
た
。

渡
辺
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
教
員
時
代

一

本
町
の
押
原
中
学
校
、
押
原
小
学
校
に

一

長
い
間
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

一

の
な
か
に
は
教
え
を
い
た
だ
い
た
人
も

一

多
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
西
条
少

一

学
校
の
初
代
校
長
と
し
て
も
、
地
域
児

一

童
の
健
全
育
成
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

一

こ
れ
か
ら
は
、
青
少
年
育
成
力
ウ
ン

一

セ
一
フ
ー
と
し
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成

一

の
た
め
に
ご
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
に
な

一

り
ま
す
。

一
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み
ん
な

が
ん
ば
り
ま
し
た
-
E
E
E
-
-

春
の
ス
ポ
ー
ツ
/

い
よ
い
よ
本
格
的
な
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

各
地
で
い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー

ツ
ガ
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
町
で
も
、
五
月
十
二
日
に
は
、
地
区
対
抗
野
球
大

会
・
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
か
開
催
さ
れ
、

翌
十
八
日
・
十
九
日
の
週
末

に
は
、
北
巨
摩
郡
で
開
催
さ
れ
た
第
三
回
や
ま
な
し
ス
ポ
レ
ク
大
会
に
、
昭
和
町

か
ら
も
お
よ
そ
七
十
名
、
か
出
場
し
ま
し
た
。
ま
だ
、
二
十
六
日
に
は
、
町
体
育
協

会
主
催
の
春
の
球
技
大
会
、
か
開
催
さ
れ
、
青
空
の
下
だ
く
さ
ん
の
町
民
の
み
芯
さ

ん
が
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
し
ま
し
定
。

春
の
球
技
大
会
で
は
、
一
日
で
五
種
目
の
競
技
を
行
い
ま
し
だ
、
か
、
新
種
目
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
ソ
フ
ト
(
ビ

i
チ
)
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
巳
は
十
二

地
区
全
て
か
ら
チ
ー
ム
が
参
加
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

、'B
E
E
t
E
t
E』
'
E
E
E
E
'
Z
E
E
-
E
t
B
I
B
-
E
I
E
I
E，，

¥

第
十
二
回

/

亡

般
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
)

〆
E
B
I
B
-
E
E
B
E
s
t
E
I
E
I
E
B
B
-
E
E
B
E
E
S
E
-
E
t
目、

優
勝
ー
西
条
二
区

準
優
勝
ー
河
東
中

島

三

位

l

西
条
新
田
西
条
一
区

合
三
年
ぶ
り
に
優
勝
を
飾
っ
た
西
条
二

区
チ
ー
ム
は
、
一
・

二
回
戦
は
順
当
に

勝
ち
進
み
、
準
決
勝
の
対
西
条
一
区
戦

で
は
、
最
終
回
六
点
差
を
逆
転
し
決
勝

戦
へ
進
出
し
ま
し
た
。
決
勝
で
は
毎
回

得
点
で
河
東
中
島
を
破
り
見
事
優
勝
し

宇
品

l
u
h
~
。

、E'
I
B
I
B
l

・-B
E
'
E
'
l

・t
・-'I
E
l
-
-
B
I
B
-
a
J

¥

第
十
三
回

/

(マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
)

/
E
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t
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E
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E
I
E
t
E
t
-
-
E
I
E』
E
t
'
t
目、

優
勝
ー
押
越
準
優
勝
ー
西
条

一
区

三
位
l

河
束
中
島
上
河
東

〈
〕
押
越
チ

I
ム
は
、
準
決
勝
で
強
豪
上

河
東
チ
l
ム
を
破
り
、
決
勝
で
は
昨
年

優
勝
の
西
条

一
区
チ
l
ム
と
対
戦
。
四

固
ま
で
は
同
点
で
し
た
が
、
そ
の
後
西

条

一
区
を
突
き
放
し
、
二
年
ぶ
り
に
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
十
分
発
揮
し
た
押
越
で
し
た
。

...ママさんソフ トポール (上河東対押越)
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第

三

回
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(
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

)

〆
E
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'
t
a
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E
I
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I
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B
I
-
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E
I
B
I
E
I
E
l
a
E
E

、

優
勝
l

河
東
中
島
準
優
勝
l

西
条
一

区

三

位

ー
上
河
東

合
新
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
各
地
区
に
普
及

し
て
い
る
こ
の
競
技
で
は
、

二
年
連
続

で
河
東
中
島
チ

l
ム
が
優
勝
し
ま
し

た
。
準
優
勝
は
、
六
打
差
で
西
条
一
区

チ
l
ム
。
ま
た
、
個
人
の
ベ
ス
ト
ス
コ

ア
l
は
長
田
肇
さ
ん
(
清
水
新
居
)
の

臼
で
し
た
。

、EB
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¥

第

二

回

/

(
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

)

〆
E
E
I
B
I
B
-
E
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-
-
E
E
B
E
E
t
E
I
E
I
E
t
-
-
E
E
'
E
B

、

優
勝
l

西
条
二
区
準
優
勝
ー
飯
喰

三
位
ー
西
条
一
区
上
河
東
二
区

。
今
年
で
第
二
回
目
を
迎
え
る
こ
の
大

会
で
は
、
昨
年
の
上
位
入
賞
四
チ
l
ム

が
、
準
決
勝
ま
で
勝
ち
進
め
な
い
と
い

う
混
戦
模
様
で
し
た
が
、
そ
の
中
で
、

西
条
二
区
チ
l
ム
が
見
事
初
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。
ま
た
、
準
優
勝
は
健
闘
し

た
飯
喰
チ
l
ム
で
し
た
。

...愛好者が年々 増加しているグラウンドゴルフ

、'E
I
-
-
-
E
s
t
E
t
E
t
a
l
-
-
'
t
B
I
B
-
E
l
a
I
B
-
-
J

¥

第
三
十
二
回

/

(

卓

球

大

会

)

r
E
a
t
-
-
E
I
E
t
'
t
B
E
E
-
E
t
a
-
E
I
E
I
E
I
B
I
B
-
'

、

優
勝
l

清
水
新
居
準
優
勝
ー
西
条

一

区

三

位

l

河
東
中
島
・
紙
漉
阿
原

女
個
人
戦
優
勝
者
(
敬
称
略
)

-

男

子

初

才

代

米

倉

克

也

・

男

子

初

才

代

花

形

敏

男

・

女

子

初

才

代

窪

田

里

子

・

男

子

判

才

代

保

坂

巳

好

・

女

子

刊

才

代

望

月

久

美

子

・
男
子

ω才
以

上

赤

池

好

一

*
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
戦

男
子
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン

米

倉

克

也

女
子
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
望
月
久
美
子

※
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、
男
女
各
年
齢
別

優
勝
者
の
決
定
戦
で
決
ま
り
ま
し
た

0

0
伝
統
あ
る
卓
球
大
会
で
は
、
決
勝
戦

で
昨
年
優
勝
の
西
条

一
区
チ
ー
ム
を
下

し
た
清
水
新
居
チ
ー
ム
が
、
二
年
ぶ
り

に
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
ま
た
、
男
子

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
米
倉
克
也
さ
ん
が

四
年
連
続
で
、
女
子
は
望
月
久
美
子
さ

ん
が
二
年
ぶ
り
に
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な

り
ま
し
た
。

広報しようわ ④ 平成3.7.1

企ソフト(ピーチ)バレーボール大会
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¥

第
二
十
七
回

/

(

野

球

大

会

)

J
E
-
-
a
l
'
E
B
I
B
-
B
I
E
l
'
I
E
l

・t
・-'
I
B
I
B
-
-

、

優
勝
ー
河
東
中
島
準
優
勝
l

西
条
新

田

三

位

ー
上
河
東
二
区
飯
喰

。
昨
年
準
優
勝
の
河
東
中
島
チ
i
ム

は
、
一
・
二
凪
戦
は
コ
ー
ル
ド
勝
ち
、

準
決
勝
・
決
勝
は
、
志
村
・
雨
宮
両
投

手
を
中
心
に
接
戦
を
も
の
に
し
、
見
事

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
準
優
勝
は
、
毎

年
好
成
績
を
納
め
て
い
る
西
条
新
田
チ

ー
ム
で
し
た
。

、za
E
-
E
E
l
-
-
E
I
B
I
B
l
-
E
E
B
B
-
B
I
B
l
-
t
a
t
-〆

¥

第
二
十
三
回

/

(

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

)

〆
'
E
E
B
E
E
t
E
I
E
I
E
I
E』
'
』

'
t
E
I
E
I
E
t
a
-
-
E
E

、

優
勝
l

河
東
中
島
準
優
勝
ー
西
条
二

区

三

位

ー
河
西

。
過
去
こ
の
大
会
、
常
に
上
位
入
賞
し

て
い
る
河
東
中
島
チ
l
ム
が
、
準
優
勝

の
西
条
二
区
チ
ー
ム
に
六
打
差
を
つ
け

て
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
ペ

リ
ア
方
式
で
行
わ
れ
た
個
人
戦
で
は
、

松
井
孝
道
さ
ん
(
河
東
中
島
)
が
初
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

、EE
I
E
g
a
l
-
-
E
l
a
-
-
t
a
E
・E
・-EI
E
I
E
l
a
l
-
E
E
J

¥

第
二
十
二
回

/

(マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
)

r
E
E
t
E
t
a
l
-
-
E
t
E
B
E
B
E
E
-
-
'
1

・1
・EE
I
E
t

目、

優
勝
ー
河
東
中
島
準
優
勝
ー
紙
漉
阿

原

三

位

ー
西
条
一
区
河
西

〈
〕
河
東
中
島
チ
l
ム
は
、
エ
ー
ス
ア
タ

ッ
カ

l
の
柳
本
さ
ん
を
中
心
と
し
た
攻

撃
陣
と
、
ベ
テ
ラ
ン
の
レ
シ
ー
ブ
陣
と

が
う
ま
く
か
み
あ
い
、
こ
の
大
会
六
年

連
続
で
優
勝
し
ま
し
た
。
準
優
勝
は
、

健
闘
し
た
紙
漉
阿
原
チ
l
ム
に
な
り
ま

し
た
。

A野球大会(河東中島対西条一区)

青空Z
ひび‘ぐ歓声むす13i:友情/

里 第3回県スポーツレクリ工ーション祭里

A西条新田・藤原さんのナイスショット

1~しくち
昨年Z続き準優勝

-中 巨 摩少年野球大会-
やまなしスポレク'91昭和町野球スポーツ少年団

五
月
十
八
日
・
十
九
日
の
両
日
、
韮
崎
市

在
中
心
と
し
た
峡
北
地
区
十
市
町
村
を
会

場
に
、
第
三
回
山
梨
県
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

町
か
ら
も
お
よ
そ
七
十
名
の
み
な
さ
ん
が

出
場
し
、
八
ヶ
岳
を
背
に
さ
わ
や
か
な
汗

を
流
し
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

須
玉
町
在
会
場
に
行
わ
れ
た
ウ
オ
ー
ク

ラ
リ
ー
に
は
、
上
河
東
の
婦
人
愛
好
者
の

み
な
さ
ん
七
名
、か
、
三
年
連
続
で
出
場
。

約
六
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
散
策
し
な
が
ら
自

然
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
開
会
式
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

に
、
写
真
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
元
五
輪
選
手
・

川
合
俊

一
+ハ」
ん
も
参
加
し
ま
し
た
。

第
十
二
回
山
田

Y
B
S旗
争
奪
春
季
中

巨
摩
少
年
野
球
大
会
の
決
勝
、か
、
四
月
二

十
九
日
、
昭
和
町
釜
無
工
業
団
地
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
本
町
の
野
球
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
が
見
事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し

た。
こ
の
大
会
に
は
、
中
巨
摩
郡
下
の
二
十

一
チ
ー
ム
が
出
場
。
昨
年
も
こ
の
大
会
準

優
勝
の
昭
和
は
、
順
当
に
勝
ち
進
み
、
二
年

連
続
で
決
勝
戦
に
こ
ま
を
進
め
ま
し
た
。

決
勝
戦
で
は
強
豪
田
富
と
対
戦
。
昭
和
は

五
固
ま
で
毎
回
安
打
と
チ
ャ
ン
ス
を
つ
く

り
ま
し
た
が
、
田
富
の
堅
い
守
り
に
阻
ま

れ
惜
し
く
も
涙
を
の
み
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
、
惜
し
く
も
準
優
勝
と
い

う
成
績
で
し
た
が
、
選
手
の
健
闘
を
た
た

え
る
と
と
も
に
、
来
年
こ
そ
は
ぜ
ひ
優
勝

で
き
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

平成3.7.I 広報しようわ⑤ 



私
立
幼
稚
園
就
園

奨
励
費
の
お
知
ら
せ

|
今
年
度
か
ら

3
歳
児
も
対
象
に
|

本
町
に
は
、
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励

費
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、

私
立
幼
稚
園
に
在
国
す
る
園
児
の
保
護

者
に
対
し
、
保
育
料
な
ど
を
減
免
す
る

制
度
で
す
。
今
年
度
は
、
昨
年
度
ま
で

対
象
外
で
あ
っ
た

3
歳
児
に
つ
い
て
も

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

各
幼
稚
園
を
通
じ
て
申
請
書
類
を
配

布
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
お
手
元
に
届
い

て
い
な
い
場
合
は
、

7
月
日
日
ま
で
に

教
育
委
員
会
(
冨
万
1
2
1
1
1ヰ

ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

¥

小野間宣子さん
(河西)

65，000円 以 下 の 世胃

)) 72，700円

平成3年度の

町民税の

所得割が

対象世南

3歳 児

4歳 児

)) 

対象児

3歳児 昭和62年4月2日~昭和田年4月 1日生

4歳 児 昭和61年4月己日~昭和62年4月 1日生

5歳 児 昭和60年4月2日~昭和61年4月 1日生

80，800円5歳児

小
野
間
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
四
年

C

夫
玄
忍
氏
と
と
も
に
、
河
西
若
竹
子
ど

も
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
、
お
寺
の
本
堂
を

子
ど
も
た
ち
に
開
放
し
て
¥
コ
ー
ラ
ス
、

演
劇
、
習
字
な
ど
の
指
導
を
行
い
、
地

域
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
の
草
分
け

と
な
り
ま
し
た
。
以
来
¥
現
在
京
で
四

十
育
〈
示
年
の
ま
き
に
亘
り
¥
子
ど
も
ク

ラ
ブ
指
導
者
と
し
て
活
躍
す
る
か
疋
わ

ら
¥
山
梨
県
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
研
究

会
々
長
と
し
て
¥
県
下
の
子
ど
も
ク
ラ

ブ
を
指
導
し
て
き
ま
し
だ
。
ま
た
、
昭

和
五
十
五
年
か
ら
手
話
サ
ー
ク
ル
寸
ほ

た
る
会
」
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ

の
ほ
ど
青
少
年
の
だ
め
の
県
民
会
議
総

会
の
席
上
、
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
だ
。

わが身と
家庭の

破滅を招く

覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
推
進
員
会
で

は
、
五
月
三
十
日
に
、
総
合
会
館
で
研

究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
究
会
に
は
、
推
進
員
の
み
な
さ
ん

の
他
に
、
西
条
駐
在
所
の
嶋
田
巡
査
も

出
席
し
、
嶋
田
巡
査
か
ら
薬
物
(
覚
せ

い
剤
・
シ
ン
ナ
ー
な
ど
)
乱
用
の
実
態

な
ど
の
話
し
を
聞
き
、
活
発
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
薬
物
の
は
ん
濫
は
青
少
年
に

少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
、
一
般
人
の

覚
せ
い
剤
汚
染
と
と
も
に
深
刻
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
聞

紙
上
で
も
芸
能
人
の
大
麻
所
持
な
ど
が

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す。

こ
う
し
た
現
状
を
と
ら
え
、
覚
せ
い

剤
乱
用
防
止
推
進
員
会
は
、
今
後
、
青

少
年
の
シ
ン
ナ
ー
乱
用
防
止
、
一
般
人

J

⑥
 

町
長
U
土
口
氏
圏
直
M
M
火
λ
一匹

什
与
込

作

E
.
n
u
ψ
市
制
m
N
4
引
---5
・r
F
4
そ

{

・

η
I

ご
利
用
く
だ
さ
い
…

叩

今
年
四
月
に
開
設
さ
れ
、
こ
れ
ま
相
談
日
は
毎
月
第
一
月
曜
日
で
す

一
わ

…
で
に
数
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
が
直
接
相
談
員
さ
ん
に
相
談
さ
れ
て

…
β

い
る
結
婚
相
談
所
で
す
が
、
新
た
に
も
結
構
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

一
し

一
相
談
員
と
し
て
、
昭
和
町
商
工
会
・
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

…
日

婦
人
部
長
で
あ
り
ま
す
小
林
好
江
さ
相
談
員

小
林
好
江
さ
ん

ん

が

委

嘱

さ

れ

ま

し

た

。

(

箇

万

ー
3
1
2
8
)

へ
の
覚
せ
い
剤
汚
染
の
拡
大
防
止
に
ポ

イ
ン
ト
を
お
き
、
町
の
広
報
紙
な
ど
を

通
し
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
へ
の

P
R

活
動
に
力
を
い
れ
て
い
き
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
も
、
薬
物
の
恐
ろ

し
き
を
再
度
認
識
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、

地
域
の
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

』
F

研
究
会
で
は
、
地
域
の
社
会
環
境
づ
く
り
の

必
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

NHIく夏期巡回

ラジオ体操が昭和町ヘ
ア月21臼(日) 午前6時開会

押原中校庭(雨天時は町民体育館〉

青山敏彦先生

ピ戸ノ ・山崎鏡子先生

※お問合せは、 町教育委員会 05-2111)まで

砂日時

砂場所

砂講師

夏休み期間中¥全国各

地から生中継している

NHIくの朝のラジオ体

操ガ町制20周年を記

念して開催されます。



⑧
⑬
①
⑧
 

と
ち
ら
罵
場
パ
ト
ロ
ー
ル
⑨

こ
れ
も
身
近
な
環
境
汚
染

生
活
騒
音
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

毎
日
、
町
ヘ
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
や
通
報
に
は
寸
犬
の
放
し
飼
い
¥
浄
化
槽
の
管

理
L

1

不
快
昆
虫
の
発
生
L

寸
ご
み
の
不
法
投
棄
」
1

焼
却
施
設
の
煙
L

「
生
活
騒
音
」

「
悪
臭
」
な
ど
、
多
種
多
様
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
苦
情
は
、
人
の
仙
理
的
要
素

や
人
間
関
係
巳
左
右
さ
れ
や
す
い
も
の
が
多
く
、
そ
こ
に
住
む
住
民
の
思
慮
や
良

識
や
住
民
自
治
に
よ
る
対
策
を
必
要
と
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

&
フ
月
は
、
そ
の
中
か
ら
寸
生
活
騒
音
L

を
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
近

で
は
、
人
が
不
快
に
感
じ
る
音
、
が
増
え
、
平
穏
な
生
活
や
人
間
関
係
を
妨
げ
、
ス

ト
レ
ス
を
増
大
さ
せ
て
健
康
に
も
害
を
与
え
る
よ
う
な
事
態
も
生
じ
て
い
ま
す
。

特
に
身
近
な
騒
音
、
す
な
わ
ち
生
活
騒
音
、
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
頃
の
生
活
の
中
か
ら
出
る
音
は
無

限
に
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
被
害
を

与
え
る
音
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ

、「ノ
。

①
音
響
機
器

ピ
ア
ノ
・
ラ
ジ
オ
・
テ

レ
ビ
・
ス
テ
レ
オ
・
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

②
住
宅
用
機
器

エ
ア
コ

ン
や
ガ
ス
の

室
外
機
・
換
気
扇
・
(
集
合
住
宅
な
ど

で
の
)
洗
濯
機

③
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
空
ぶ
か
し

や
ア
イ
ド
リ
ン
グ

④
ペ
ッ
ト
犬
の
む
だ
吠
え
・
小
鳥
や

鶏
の
鳴
き
声

⑤
そ
の
他
風
鈴
・

ド
ア
の
開
閉
・
夜

間
の
給
排
水
・
入
浴
・
話
し
戸
な
ど

騒
音
防
止
の
い
ち
ば
ん
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
わ
が
家
の
出
す
音
に
対
し
て
鈍
感
、

無
頓
着
に
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

テ
レ

ビ
や
ク
ー
ラ
ー
、
湯
わ
か
し
機
、
洗
濯

機
、
流
し
、
ト
イ
レ
・
風
呂
の
給
排
水
、

換
気
扇
な
ど
生
活
に
密
着
し
た
音
を
、

と
き
ど
き
近
所
の
立
場
に
立
っ
て
外
か

ら
聞
き
、
事
実
を
知
っ
て
そ
れ
な
り
の

手
当
て
を
施
す
こ
と
で
す
。

V
ペ
ッ
ト
対
策
犬
の
む
だ
吠
え
防

止
に
は
、
散
歩
を
十
分
に
さ
せ
、
食

事
を
規
則
正
し
く
与
え
ま
し
ょ
う
o

v楽
器
の
音
対
策
防
音
室
を
作
つ

た
り
、
カ
ー
テ
ン
や
敷
物
な
ど
で
防

音
効
果
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

V
生
活
密
着

音

対

策

洗

濯
機
や
ク

ー
ラ
ー
な
ど
の
室
外
機
に
は
、
下
に

音
を
吸
収
し
た
り
共
鳴
を
避
け
た
り

す
る
ゴ
ム
マ
ッ
ト
な
ど
を
敷
き
ま
し

ょ
う
。
給
水
の
音
に
は
、
蛇
口
に
消

音
キ
ャ
ッ
プ
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

V
集
合
住
宅
で
の
配
慮
机
・
イ
ス
・

ド
ア
な
ど
に
ゴ
ム
、
ス
ポ
ン
ジ
な
ど

を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

V
自
動
車
・
バ
イ
ク
の
音
不
用
意

な
空
ぶ
か
し
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

-
R
-
R
-
R
 

限
ら
れ
た
範
囲
で
迷
惑
や
被
害
感
を

与
え
る
生
活
騒
音
は
、
特
に
病
人
や
、

夜
勤
明
け
の
働
く
人
に
と
っ
て
、
そ
の

苦
痛
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ひ
と
り
ひ
と
り
の
気
づ
か
い
で
、
生

活
騒
音
の
少
な
い
住
み
よ
い
地
域
環
境

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

図
書
館
で
は
¥
四
月
に
図
書
館
新
聞

寸
ひ
か
り
ち
ゃ
ん
、
だ
よ
り
L

を
発
行
し

ま
し
だ
。

内
容
は
¥
図
書
館
で
の
出
来
事
や
本

の
紹
介
な
ど
が
中
山
で
す
、
ガ
¥
ね
こ
ろ

び
な
が
ら
読
め
る
よ
う
な
軽
い
タ
ッ
チ

の
も
の
に
し
疋
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

寸
ひ
か
り
ち
や
ん
だ
よ
り
し
は
¥
年
四

回
発
行
の
予
定
で
す
。
第
二
号
は
¥
七

月
一
日
に
発
行
し
ま
す
の
で
¥
ぜ
ひ
手

に
と
っ
て
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

原
稿
の
募
集

図
書
館
で
は
、
「
ひ
か
り
ち
や
ん
だ
よ

り
」
に
載
せ
る
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
今
ま
で
読
ん
だ
本
で
と
て
も
印
象

に
残
っ
て
い
る
も
の
、
ぜ
ひ
他
の
人
に

も
読
ん
で
ほ
し
い
本
が
あ
り
ま
レ
た

ら
、
そ
の
本
の
す
い
せ
ん
文
を
原
稿
用

紙
一
枚
(
四

O
O字
)
程
度
に
ま
と
め

て
、
図
書
館
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

『、一
町
立
図
書
館
か
ら

一
合
月
の

一
お
す
す
め

一

作
昂

一
【
一
般
図
書
】

一
o
東
京
白
区
動
物
探
検

一

泉

麻

人

講

談

社

一
o
天
体
議
会
長
野
ま
ゆ
み

-

河
出
書
房
新
社

一

o
水
の
断
章
竹
西
寛
子

一

淡
交
社

一

o
色
彩
の
息
子
山
田
一
詠
美

一

新
潮
社

一

o
サ
ク
セ
ス
・
ス
ト
ー
リ
ー
ズ

一

ラ
ッ
セ
ル
・
パ
ン
ク
ス

一

早
川
書
房

一
【
児
童
図
書
】

一

o
天
才
え
り
ち
ゃ
ん
金
魚
を
食
べ
た

一

竹
下
竜
之
助
岩
崎
書
庖

一

o
わ
た
し
の
国
会
フ
レ
ッ
シ
ュ
日
記

一

肥
田
美
代
子
ポ
プ
ラ
社

一

o
銀
河
の
コ
ン
サ
ー
ト

-

飯
田
栄
彦
佼
成
出
版
社

一

o
さ
ん
ぽ
ょ
う
び

一

や
す
い
す
え
こ
金
の
星
社

↑

0
う
と
う
と
ま
ん
ぼ
う

一

斉

藤

洋

講

談

社

r
 r
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-fD盆!L3n彊・・
サッカーを通してふれあいを

(押越)望月一徳さん

A

フ
月
は
、
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
指
導
者
と
し
て
、
ま
た
町
体
育
協

会
サ
ッ
カ
ー
部
の
部
長
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
望
月
一
徳
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す。
私
が
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
の
は
、
十

三
年
前
、
今
の
昭
和
町
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
が
創
立
し
た
年
で
し
た。

そ
の
後
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
と

サ
ッ
カ
ー
を
続
け
、
現
在
で
は
、
私
が

卒
回
し
た
サ

ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
指
導
者
と
し
て
団
に
協
力
し
て
い
ま

す。
指
導
者
に
な
っ
た
理
由
は
、
私
が
卒

団
し
て
か
ら
も
監
督
や
コ
ー
チ
の
方
々

に
色
々
お
世
話
に
な

っ
て
い
た
の
で
、

「
少
し
で
も
団
に
お
手
伝
い
で
き
た

ら
L

と
思
い
、
高
校
を
卒
業
と
同
時
に
団

に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
私
が
初
め
て
三
年
間
指
導

し
た
子
ど
も
た
ち
を
送
り
出
し
ま
し

た
。
子
ど
も
を
指
導
す
る
こ
と
を
簡
単

に
考
え
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
子
ど
も

た
ち
を
指
導
し
た
こ

の
三
年
間
は
、
私

が
指
導
す
る
こ
と
よ
り
も
、
子
ど
も
に

教
え
ら
れ
た
三
年
間
で
し
た
。
今
年
も

新
た
に
三
十
二
人
の
子
ど
も
を
指
導
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
ま
で

の
反
省
を
も
と
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
私
は
二
十
二
才
で
す
が
、
成
人

式
の
時
、
中
学
時
代
の
仲
間
と
話
し
合

い
、
サ
ッ
カ
ー
の
集
ま
り
を
つ
く
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
町
の
体
育
協
会
へ
も

登
録
し
、
郡
の
体
育
祭
り
へ
も
参
加
し

て
い
ま
す
。
今
は
ま
だ
、
み
ん
な
仕
事

が
忙
し
い
の
で
活
発
な
活
動
が
で
き
て

い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
後
輩
な

ど
に
声
を
か
け
て
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
将
来
は
、

町
内
で
リ
ー

グ
戦
な
ど
の
サ

ッ
カ
ー
の
大
会
が
開
け

た
ら
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す。

こ
れ
か
ら
も
、
自
分
な
り
の
サ

ッ
カ

ー
で
子
ど
も
た
ち
に
指
導
し
、
ま
た
、

自
分
の
チ
l
ム
で
も
頑
張

っ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

企子どもたちと一緒になってサッカーを

楽しんでいます。

6~~伝いー づくり料理
-材料 (4人分)

鶏ひき肉200g 木綿どうふ%丁卵1個玉ねぎ見個

おろししょうが小さじ見 ミックスベジ、タブル少々

みりん大さじ 1 しょうゆ大さじ 1・% 塩少々

-作り方

①玉ねぎはみじん切りにします。

②ポールに、ひき肉、みじん玉ねぎ、水けを切ったとうふ、卵、

しょうが、ミックスベジタブル、みりん、しょうゆ、塩を合わ

せよくまぜます。

③オーブントースターの天パンにアルミ箔を敷き、j由を塗って②

を平らに敷き詰め、こんがりと焼き色がつき、くしを刺してに

ごった汁が出なくなるまで焼きます。

チ
キ
ン
ロ
l
フ

栄養改善推進員

渡辺富美恵さん(清水新居)

lちょっと一言 | 
とう ふ入りのあっき りした昧なので、

暑い時にも食べられます。なるべく薄

く広げて、火を通りやすくしてくださ

若 孫 入 母 母 白高石長物牛働目良焦噴yド
おき 根拓た1t満を 肥 の コ 鷺 テ校若廊暫な日忘四乳亡き人事 鏡匂げ水 --そら 尾 ど くの天恋満日 ンのレの草崎くがにれ人ビ母に かひつがの

こきは 村同 ま呼のひ 忘に クアドビ春色の眺 ど度幾多 姉弟 ンのこ どけ てき 欲辺
昼ス 伝じ し 名星てれ昼 リ引 ののよわむ花 〈 音言 の し 魚 消 し しに
自向キ統年 くに我寝 て食 1ず前球 しさ ク~);'かな幼ひ葉 世 ての え野 き少、

うの | 能に吾答 をそ 箸会 卜 つ を児孫びルさ 目艮り なび をに遠 ?J、 ぬ 菜 ど女

雑にあてのえ つ び に の の て 離 の に染マ垂鏡捜た助か 守り 生〈骨づ、の切の
炊ゆざ 十 胸 しつれぎな 川 歩れ健闘 求めをれ るけせ まみと 雨 煮、々詩

ほをけ や ニに吾 め しりご の き ず めど止ししこててきれてり 降し と碑
炊 り かオ し子 り子 をや貧ゆ にを 来う め藤ぬの 酉己 にた 11' て る め 訴 の
〈夫に みの を り か し く 追 ノ、ての 頃、 る けの くを 日 L、う 立 うと 舞 い声 抱 ふ1 -'1. つ ン 花 1.1 

等子
り だ につ るつ

~フL つ る 主主 カ と ま

歌短
の 出 チ -τo で

づ (立 つ も
;度 山 山 松れ保 内

鷹野
4オt=よ 桑 輿 河 メ津7 入、 井 イ手 磯

辺 本 下 岡 ば 坂 藤 村 原、 石 田 上 藤 告F
美 ~)ゐ

ヨミ -'1. み
秀 秀 ;宰 満 JIl貢 久 丑 だ 好 玉 よ 良 --子 子 子 子 子 次 ィ¥. 主主 「宍.>-、 イえ 子 オ支 子 jエ 与

⑧ 平成3.7.I 広報しようわ
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疋ガ 13¥み

三神隆史くん
・H1.5. 8生(押越)

・(父)一間・(田)郁子

けんや

平岡賢弥くん
eH2. 7. 30生(上河東二区)

・(父)孝明・(田)祐子

んや
司
『
か

ち

新

ま
也

疋

み
美
一
湖
町

く

久

生

l

叛

川

政

F
』
圃
4

，

、
l
'

4
t
F
Z
父

凶
H

f

k

•• 
親から一言一自分の足許を見つめ、一歩一歩

大地を踏みしめながら進んでいってほしいの

です。ほら、舎まで気ガ、げかなかつだことガ、
2 

見えてくるでしょう。

名前の由来一賢く、男の子らしく、立派お式

人|こなって欲しいと願い、待望の男の子だつ

だので字画を調べて、おとうさんガ、名ぱけま

し定。

名前の由来一何事に対しても、やさしさと思

いやりを忘れない、美しい111¥を持つだ女の子

に育って欲しいと願い「久美」と命名しまし

だ。

医直面|メ|号
女エイズ

最近ω話題

山梨医科大学助教授

寄生虫学免疫学教室

田坂捷雄

エ
イ
ズ

(
A
I
D
S

後
天
性
免
疫

不
全
症
候
群
)
は

H
I
V
と
い
う
ウ
ィ

ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て
引
き
お
こ
さ
れ

る
病
気
で
昭
和
五
十
六
年
米
国
で
第
一

例
目
が
報
告
さ
れ
て
以
来
増
え
続
け
現

在
世
界
で
患
者
は
約
一
五

O
万
人
と
い

わ
れ
、
本
年
五
月
W
H
O
は
西
歴
二

0

0
0年
ま
で
に
世
界
で
四

0
0
0万
人

が
感
染
す
る
見
通
し
を
発
表
し
ま
し

た
。
日
本
で
は
昭
和
六
十
三
年
に
初
め

て
報
告
さ
れ
て
以
来
、
平
成
三
年
二
月

末
現
在
で
累
積
患
者
は
三
七
四
名
、
感

染
者
は
一
六
四

O
名
と
な
っ
て
い
ま

す。
県
内
で
も
、
つ
い
に
二
名
の
感
染
者

が
で
た
と
報
道
さ
れ
た
ば
か
り
で
す
。

感
染
経
路
は
性
行
為
(
異
性
、
向
性
間
)
、

血
液
ま
た
は
血
液
製
剤
の
注
射
、
母
子

の
垂
直
感
染
で
、
か
っ
て
い
わ
れ
た
よ

う
に
同
性
愛
者
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
現
時
点
で
は
ま
だ
完
全
な

治
療
薬
は
な
く
発
症
後
五
年
以
内
に
九

O
%以
上
が
死
亡
し
ま
す
。
潜
伏
期
間

は
数
ヵ
月
か
ら
数
年
に
お
よ
ぶ
こ
と
も

あ
り
、
症
状
は
、
発
熱
、
体
重
減
少
、

リ
ン
パ
節
腫
脹
、
下
痢
、
倦
怠
感
、
盗

汗
な
ど
で
す
。
検
査
は
ま
ず
H
I
V
に

感
染
し
た
か
ど
う
か
を
み
る
た
め
血
清

中
の
抗
体
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
口
血
中

抗
体
の
出
現
は
感
染
後
平
均
六

1
八
週

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
サ
イ
レ

ン
ト
エ
イ
ズ
と
い
っ
て
、
ウ
ィ
ル
ス
抗

原
が
証
明
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
感
染
後
三
年
も
抗
体
陽
性
に
な
ら

な
か
っ
た
例
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
一
回
の
血
清
検
査
で
陰
性
だ
か

ら
と
い
っ
て
感
染
し
て
い
な
い
と
は
言

い
切
れ
ま
せ
ん
。
ま
た

H
I
V
は
、
リ

ン
パ
球
の
中
で
も
へ
ル
パ

l
T
細
胞
を

殺
し
や
す
い
の
で
ヘ
ル
パ

1
リ
ン
パ
球

の
数
も
大
事
な
検
査
で
す
。
そ
し
て
そ

の
結
果
、
抵
抗
力
が
弱
ま
り
、
日
和
見

一
@
西
条
一
区

マ
中
津
優
介
(
正
志
)

一
マ
小
林
佳
那
(
隆
)
マ
佐
野
浩
司
(
成

一
男
)
⑨

西
条
二
区

マ
石
原
佳
子

一

(
浩
)
マ
小
林
可
奈
(
辰
治
)
⑨
清
水

↑
新
居

マ
杉
山
絢
留
(
治
)
⑨
西
条

一
新
田

マ
長
田
忠
拓
(
信
夫
)
⑨
押

一
越

マ
片
山
み
さ
(
卓
見
)
マ
市
川

一
潤
(
美
知
男
)
⑨
築
地
新
居

マ
内

一
藤
達
也
(
稔
)
⑨
飯
喰

マ
今
津
航

一

(
憲
治
)
⑨
河
西

マ
長
沢
美
紗
子

感
染
や
悪
性
腫
療
を
合
併
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
最
近
で
は
神
経
組
織

に
も
感
染
し
や
す
い
こ
と
が
わ
か
り
、

様
々
な
運
動
障
害
や
痴
呆
を
伴
う
H
I

V
脳
症
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
エ
イ
ズ
は
恐
ろ
し
い
病
気
で
す

が
、
感
染
経
路
は
は
っ
き
り
し
て
い
る

の
で
す
か
ら
何
と
か
撲
滅
に
努
め
た
い

も
の
で
す
。企

画

財
団
法
人

里
仁
会

命
令
是
々
・
究

。
お
誕
生
合

ハ
〉
内
は
保
護
者

平
成
三
年
五
月
一
日

i
五
月
三
十
一
日

ま
で
の
届
出
ハ
叡
称
略
〉

(
由
久
)

上
河
東

マ
天
野
光
希
(
義
洋
)
⑨

マ
石
田
詩
織
(
高
徳
)

• 園 、 申

ιー

結

婚

.

⑨
西
条
一
区

マ
間
柄
太
一
・
中
込

千

春

⑨

西
条
二
区

マ
山
崎
仁
・

井
口
美
枝
マ
深
沢
益
美
・
村
木
幸

枝

⑨

押
越

マ
安
田
祥
二
・
佐
野

和
美
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出j ~~ 間J
職
業
相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の

で
、
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
気

軽
に
左
記
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
o

v
日

時

七

月

十

日

附

午
前
十
時
j
午
後
三
時

V
場

所

昭

和

町

総

合

会

館

V
問
合
せ
先
八
口
|
ワ
ー
ク
甲
府

甲
府
公
共
職
業
安
定
所

(
箇
但

1
6
0
6
0
)

障
害
者
職
業
相
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

V
講
習
期
間
六
月
二
十
日
閃
か
ら

七
月
三
十
一
日
附
ま
で

V
問
い
合
せ
先
南
消
防
署

(箇

2
1
7
4
1
9
0
)

甲
府
地
区
消
防
本
部
で
は
、
幼
児
、

小
学
生
な
ど
の
¥
水
に
よ
る
犠
牲
者
を

未
然
に
防
正
す
る
だ
め
¥
救
急
法
の
講

習
会
を
行
い
ま
す
。

救
急
法
講
習
会
ガ

行
わ
れ
ま
す

平成3年度

昭和町農事賃金標準額

種

請|大型トラクター

代 |及び耕運機

耕

別|摘

単位:円

要|標準額寸言一考

|12，500 11ま場整備

11叩 01その他

|川 |ほ場整備

I 8，300 Iその他

10a 

雇 人 11日食付(日時間) 1 6，200 

運
指土の場合

5割増、 10a

機械 田植

パインダー
稲

8，800 Iほ場整備

10al  
日， 800Iその他

9，300 Iほ場整備
10a、ひも付 l ; 

10，300 Iその他

水稲・育苗

脱 穀 I lOa、脱穀のみ

1枚、種別

備
一
他
一
ど
で
一

撃
一
う
一
な
主
一

場
一
じ

一手
雇
一

ほ
一
そ

一助
は
一

nuu
一

nuu
一

nuu

一
nHu

n
U

一

n
U

一

口
U

一
q
u

刈

斗

一

凋

4

一

円

u

-
n
U

守
f
'

一

円
H
U

一

円
円
U

一

メリ
l コンパイン 1 lOa 、乾燥まで

町
で
は
、
平
成
三
年
度
の
農
事
賃
金
標
準
額
を
次
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
の
で
、
今
後
の
ご
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

農
家
の
み
な
さ
ん
へ

農
事
賃
金
標
準
額
が
決
ま
り
ま
し
た

山梨県警察官受験案内
〈平成4年度採用山梨県警察官を募集〉

*受験資格

A試験 S 39. 4. 2 -S 45. 4. 1生まれの大学卒業(見込)の

男子

B試験 S 39.4.2-S 49.4.1生まれの男子

宮崎第 l次試験期日・会場

A ~i\.~9{ 7月28日

B試験 9月16日 いずれも山梨学院大学

女願書受付け期間

A試験 6月6日-7月5日

Bi式j験 7月24日-8月23日

*待遇給 与(大卒)172， 800円、(短大卒)157，500円、

(高卒)144，200円

ボーナ ス年間5.35ヶ月

休日は、 4週間に 6日(交替制勤務の場合 6週間

に9日)

休暇は、 年休20日、夏季休暇、年末年始、婚姻休

暇、ハーベスト休暇等

。受験の申込み、または詳しいことを知りたい方は、南甲

府警察署(富43-0110) または、西条駐在所(箇75-2055)

へお願いします。

EZTTZ〕
「気をつけて」

朝の一言忘れずに

==5月分--

件数|負傷|死者 |

物損36件 | 人| 人

人損23件 1( ↓ 州)1(+川
(+ 8) 1、，~Vノ|、一円

( )内は、前月比
(西条駐在所調べ)

サマージャンボ宝くじ
〈別称市岡村振興宝くじ〉の発売

1 ;等 6，000万円 160本

1 ;等十前後賞あわせて 10.000万円 ー

デラックス・レジャー賞〈特別賞) 700万円 2.000本

(発売総額七 200億円・ 40ユニットの場合〉

砂ア月23日(*lから予約受付

Oこの宝くじの収益金は市町村の災害対策と明るく住み

よい街づくり等lこっかわれます。

O申込方法等くわしいことは 7月23日(火)の新聞〈朝刊〉紙

上に発表されます。

V
使
用
で
き
る
個
人
及
び
団
体

昭
和
町
在
住
の
方
及
び
、
昭
和
町

内
の
事
業
所
が
主
体
と
な
る
団
体
に

限
り
ま
す
。

V
夜
間
開
放

町
民
体
育
館
・
西
条
小
体
育
館

昭
和
町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
と
し
て
、
次
の
施

設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

町
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
体
育
館
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

押
原
小
、
西
条
小

ン
k
l

(
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
)

時
間
午
後
六
時
1
午
後
十
時
ま
で

V
終
日
開
放

釜
無
工
業
団
地
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

及
ぴ
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

(
日
曜
日
・
祝
日
の
夜
間
を
除
く
)

時

間

早

朝
j
午
後
十
時
ま
で

V
申
込
方
法

翌
月
の
使
用
を
予
約
す
る
場
合
は

前
月
の
二
十
日
ま
で
に
、
使
用
申
請

書
を
教
育
委
員
会
(
中
央
公
民
館
内
)

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

毎
月
二
十

一
日
午
後
一
時
か
ら
、

申
請
団
体
の
調
整
会
議
を
行
い
、
翌

月
の
使
用
予
定
を
決
め
ま
す
。
(
申
請

が
重
複
し
た
場
合
は
、
会
議
に
出
席

し
た
団
体
が
優
先
さ
れ
ま
す
)
調
整

会
議
後
は
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
利
用
状
況
を
確
認
の
う
え
、
申

請
書
に
使
用
料
を
そ
え
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
、
教
育
委
員
会
の
窓
口

に
あ
り
ま
す
。

電
話
で
の
申
請
は
出
来
ま
せ
ん
o

v詳
し
く
は
、
昭
和
町
教
育
委
員
会

薗
万

ー
2
1
1
1
ま
で 押

原
中
、
グ
ラ
ウ

広報しようわ 平成3.7.1 ⑩ 



保健衛生だより

手し 児 (建 康 量ロ分~ 査 昭和町総合健康診査のお知らせ

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所 元気なときこそ健診をグ

午後 l時日日分-1時30分
今年も町と農協が一体となり総合健診を実施します。 、成

平成 2年 6月 人病時代、といわれる今日、積極的な健康づくりが必要とさ
(西条地区)

出 生 ノI日l.J れています。健診は健康づくり作戦の第一歩です。
7月16日 午後 1時30分-2時00分 」口">-

(火) (押原地区) 」z2zht 
砂実施日・会場・受付時間 安印の会場では歯科検診も実施します。

午後 2時00分-2時30分 平成 2年 9月 実施日 対象地区 ぷZ3〉t、 場 時間

(常永地区)
出 生 !;日u 館

7月1日(月)押 越 合 会 館現時窓

2日ω西 条 区 西条二区第一公会堂

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所
3日(制 西 条 新 田 西条新田公 会堂

午後 1時00分-1時30分
平成 2年12月 パず，rr，心、、 4日附 清 水 新 居 宮崎清水新居公民館 午

(西条地区)
出 生 v日U 5日働 紙 漉 原 紙漉阿原公会 堂 月リ

7月19日 午後2時00分-2時30分 」仁Eヨh 阿

(金) (押原地区) izh zt 
B日出 西条一区・西条二区 *西条小学校体育館 8 

午後 3時00分-3時30分 平成 3年 3月
7日(日 全 地 区 *総 合会館 時

(常永地区)
出 生 v日U 館

B日伺)河 東 中 島 *総 合会館

西条地区 西条一区西条二区清水新居西条新田
9日(;k) 上河東・上河東二区 上河東公会堂 正

押原地区 押越河東中島紙漉阿原 10日制 河西 飯喰 東部農協常永支所 午

常永地区 築地新居飯喰河西上河東上河東二区 11日附 築 地 新 居 築地新居公会堂

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・ 筆記用具・パスタオル
12日働 築地新居・全地区 *総 J口5h 」E2h 岳民守日

. 
※受付時間の地区割は、待ち時間を少なくするためですので 14日(日)全 地 区 女総合会館

ご承知ください。 ※ア日は主に西条地区、 14日は主に押原・常永地区の未受診者が対象で
す。 川

自子手帳受付及び一般健康相談日 [内容]

1.一般健診
日時 7月6日(土)・ 15日(月)・ 24日(水) 午前 9時'"'"'11時30分 診察・血液検査・検尿・血圧測定・眼底検査・心電図などの
場所総合会館

健診の基本項目です。
※母子手帳の交付を受ける方は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は、必要ありません。
て午 2.胃レントゲン

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、
た1ぐ~ 

胃がん・胃かいよう・十二指腸かいようなどの検査です。

栄養指導などを行い、健康についての相談にお答えしてい
3.超音波(エコー)

ますのでお気軽にお出かけください。
肝臓・胆のう・すい臓・腎臓などの検査です。無痛・無害で

、、
一号d町 辛 、

多くの病気を発見できます。

3 歳 児 健 康 歪口合~ 査 4.大腸かん検査

実施日 7月25日(木) 検便を 2日分出していただき便の血液反応をみます。

受付時間午後 1時'"'"'1時30分 5.胸部レントゲン
場 所総合会館 結核・肺がんの検査です。
該当児 昭和63年 5月1日~昭和63年 6月30日までの出生 15歳以上の方は法律で義務づけられていますので、必ず受 f 

児、及び前回未受診児。
診しましょう。

持ち物 母子手帳・ 3歳児健康診査票・食べものについての

質問票。 ※かくたん検査

内

※尿検査がありますのでご承知おきください。 喫煙指数により対象者のみ後日実施します。
、時

信 h
川品 品 ごす戸市 J

志 山主伽さと 時叫恥 今 時 v ル 祈持久 主

索、手し 児 整 野ラ 外 科 検 歪ロ分~ え [注意事項]

-胸部レントゲンのみの受診者の方ヘグ
金

実施日 7月24日(水) 1.結核レントゲンは、総合健康診断と同時実施です。 、t 

受付時間午後 1時'"'"'1時30分 2.結核予防法により 15歳以上の方は年 1回必ず受診しなけ
守

場 所総 合 会 館 ト

ればなりません。 Jり守吟伊f戎γ， ち伊ミ何戸〈

該 当児 平成 3年 3月1日'"'"'4月30日までの出生児。
3.学校・勤務先または病院などで受診された方・受診される

持ち物母子手帳
方は町の健診を受ける必要はありません。この他、何らかの

理由で受診できない方は配付いたします受診票に必要事項

飼えなくなった犬猫収集臼 を書きこみ、役場健康福祉課、または健診会場へ提出してく

日時 7月5日(金)・ 19日(金) 午前10時50分'"'"'10時55分 ださい。

場 所 総合会館前
どの会場でも受診できますが、受診の際には受診票を必ず持※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。ま

た、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでし 参してください。

っか り封をしてください。 ※お問合せ昭和問役場健康福祉課電75-2111

4 

⑪ 広報しようわ 平成3.7.1
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一
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安

土一

6
金 Friday

5仏滅

13¥みづき

文月

水 Wedne.sdayI木 Thursday

3奇 14重
米国独立記念日

7月のとよみ
火 Tuesday

2露
半夏生

平成3年 (1991年)

月 Monday

f吉
海聞き・山聞き
国民安全の 日

日 Sunday

30委

母子手帳交付及び
一般健康相談日

(総合会館)

初心者ゴルフ教室

(中央公民館午後 8 時~)
飼えなくなった犬猫

収集日(総合会館)

竹P参照〉

心配ごと相談
(総合会館午後 l 時~)
行政相談

(中央公民館午後l時"')

康診査

図書館休館日

結婚相談
(総合会館午後1~3時)

グtwi

1 
、ゐ
叫ー

〈午前8時~正午

清水新居(公民館)

11議

4時

区二
軒一

条
前
一

咽
体
一

-4
一
バサ一

)
|

条

一
先
勝

条
酒
一

3

西
.
凋
l

紙漉阿原(公会堂)

12百
西条新田(公会堂)

口凶p
n
v
 

蹄

~

設

先
負
建

nu土
4
E
国

総合健

西条二区(第一公会堂)

9友ヨ1

押越(総合会館)

8露

関
門 1

赤
口

F

暑
タ

圃
/
小
七

役場開庁心配ごと相談 |寝たきり老人入浴サ|初心者ゴルフ教室

(総合会館午後 l 時~) Iービス

(総合会館午後 l 時~)

図書館休館日

初心者ゴルフ教室
総合会舘温泉定休

日 (リバーサイド練習場

午後 8 時~)

口
μ念

日
記
の

の
年

海
少

友
引

・
青

nU
用
労

q
L
土

勤

築地新居・全地区
(総合会館)

19露
築地新居(公会堂)

〈午前8時~正午 11 P参照〉

河西・ 飯喰
(東部農協常永支所)

17委
京都祇園祭

査

区二
釦

診

慨
拾

上
東
一

東

河
一仏
滅

河

U
一R
U

上

一aqz

康健
.6. 
Eコ総

18百
河東中島(総合会館)

15室
ぽん

全地区(西条地区)
(総合会館)

14寄
港の衛生週間

(~20日)

子どもアニメ映画会

(図書館)

リハビ リ教室

(総合会館)

初心者ゴルフ教室

飼えなくなった犬猫

収集日(総合会館)

乳児健康診査
(総合会館)

川
隷
一

f
ru付
r
J

可
t
'
'

J
U匂
いw

心配ごと相談
(総合会館午後 l時，，-，)

行政相談

(中央公民館午後l時"')
安産教室

(総合会館)

乳児健康診査

(総合会館)

中巨摩郡体育祭 |図書館休館日

(若草町) I初心者ゴルフ教室

J母子手帳交付及び
司 一般健康相談日

総合健康診査 l
総合会館)

全地区(押原・常永
地区) (総合会館)

21室 27査26奇25露24百23委
大暑

22議

役場開庁寝たきり老人入浴サービス |初心者ゴルフ教室

(総合会館午後 l 時~) I 安産教室
3歳児健康診査 総合会館)

(総合会館)

心配ごと相談

(総合会館午後 l時，，-，)

母子手帳交付及び
一般健康相談日

乳児整形外科検診

(総合会館)

図書館休館日
初心者ゴ、ノレフ教室

総合会館温泉定休

日

NHK夏季巡回ラ
ジオ体操

(押原中校庭)

31露30宮
土用のうし

29委28議
連続休肢をとク

自然のなかごjI¥身をツフレyシコ/

家族とともl之
ほっとウィークを過ごそう

心配ごと相談
(総合会館午後 l 時~)
図書館休館日

/p:~耳、 |図書館休館日
付I.~ 、入 初心者ゴルフ教室

エ泊戸プ ホ 11 tキ~

ーミ~.õ'/ /¥ー〈

青い海と空、きらめく太陽の季節がやって

きましだ。

そこで、連続休暇〈ほっとウィーク〉をと

り、海水浴やサマーキャンプなど、積極的に

自然のなかでJ山身のリフレッシユを図つては

いかがでしょうか。連続休暇は¥健康にはも

ちろん、家族とのコミュニケーションを深め

るにも絶好のチャンスです。

夏の暑い時期にほっとウィーク一一夏の恒

例行事にしだいですね。

地
押河紙築飯河上上

東漉地 河
河東

中阿新 一
越島原居喰酉東区

毎 週 月 ・ 木 曜 日

1日 -4日・ 8日・11日・15日
18日・ 22日・ 25日・ 29日

毎時第?水曜日第3水曜B

西西清西

条条水条

一二新新

区区居回

毎週火・金曜日

2日・ 5日・ 9日・ 12日・ 16日

19日・ 23日・ 268-30日

毎月第27.K~霊B 第4水曜日

区

燃
え
る
物

17日3日10日・ 24日

⑫ 平成3.7.I 広報しようわ
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